
羽幌町立特別養護老人ホームしあわせ荘 

指定介護老人福祉施設運営規程 

 

 （事業の目的） 

第１条 この規程は、社会福祉法人羽幌町社会福祉協議会が運営する指定介護老人福

祉施設（以下「施設」という。）は介護保険法に従い、入居者がその有する能力に応

じ可能な限り自立した日常生活を営むことができるように支援することを目的とし

て、入居者に日常生活を営むために必要な居室及び共用施設等ご利用いただき、介

護福祉サービスを提供する。 

 

 （基本方針） 

第２条 施設は、施設サービス計画に基づき、可能な限り居宅における生活への復帰

を念頭において、入浴、排泄、食事等の介護、相談及び援助、社会生活上の便宜の

供与、その他の日常生活上の支援を行うことにより、入居者がその有する能力に応

じ自立した日常生活を営むことができるようにすることを目指す。 

２ 施設は、地域や家庭との結びつきを重視した運営を行い、市町村、居宅介護支援

事業者、居宅サービス事業者、他の介護保険施設その他の保健医療サービス又は福

祉サービスを提供する者との密接な連携に努めるものとする。 

 

 （名称等） 

第３条 施設の名称及び所在地は次のとおりとする。 

 ⑴ 名 称 羽幌町立特別養護老人ホームしあわせ荘 

 ⑵ 所在地 苫前郡羽幌町栄町９７番地の１ 

 

 （職員の種類、職員及び職務内容） 

第４条 施設に勤務する職種、員数及び職務内容は、次のとおりとする。 

 ⑴ 管理者 １人（常勤） 

  管理者は、施設職員の管理及び業務の管理を一元的に行う。 

 ⑵ 生活相談員 １人以上（常勤） 

  生活相談員は、施設サービス計画に基づき、入居者の社会的便宜及びその者が日

常生活を営むことができるよう入居者又は、その家族に対し、常に入居者の心身の

状況を的確に把握しつつ相談援助等の生活指導を行う。 

 ⑶ 介護職員 １７人以上（常勤換算） 

  介護職員は、入居者の有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよ

う配慮し、入浴、排泄、食事等の介護、その他の日常生活上の援助を行う。 

 ⑷ 看護師 ２人以上（常勤換算） 



  看護師は、入居者の健康状態の把握と、医師の指示に基づき、健康保持のために

必要な措置を講ずる。 

 ⑸ 医師 １人以上 

  医師は、入居者の健康状態を常に把握し、健康保持のために適切な措置を講ずる

。 

 ⑹ 栄養士 １人以上 

  管理栄養士及び栄養士は、入居者の心身の状況及び嗜好を考慮し、栄養ケア、マ

ネジメント計画、献立作成、栄養計算などを行い、適切な食事の提供に努める。 

 ⑺ 介護支援専門員 １人以上（内１人以上は常勤） 

  介護支援専門員は、入居者に係る施設サービス計画（ケアプラン）を作成し、施

設サービス計画の実施状況を把握し、必要に応じて施設サービス計画の変更を行う

。 

 ⑻ 機能訓練指導員 １人以上 

  機能訓練指導員は、入居者の日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するた

めの訓練を行う。 

 ⑼ 事務職員 １人以上 

  事務職員は、必要な事務を行う。 

 

 （利用定員） 

第５条 施設の利用定員は、５０名とする。 

 

 （サービスの内容及び利用料その他の費用の額） 

第６条 サービス内容は次のとおりとし、サービスを提供した場合の利用料は、介護

報酬の告示上の額とし、当該サービスが法定代理受領サービスであるときは、その

１割から３割までのいずれかの額とする。 

 ⑴ 入浴、清拭による清潔の保持 

 ⑵ 排泄の自立支援 

 ⑶ 離床、着替え、整容その他の日常生活上の支援 

 ⑷ 食事の提供及び栄養管理 

 ⑸ 生活機能の改善及び維持のための機能訓練 

 ⑹ 健康管理 

 ⑺ 家族に対する相談・助言等の援助 

 ⑻ その他レクリェーション行事等のサービスの提供 

２ 前項のほか、次の各号に掲げる費用の額を入居者から徴収する。 

 ⑴ 食事の提供に要する費用（食材料費及び調理費） 

  ただし、介護保険負担限度額認定証等の発行を受けている者については、その認



定証に記載された金額（１日当たり） 

食事の提供に要

する費用 

基 準 

(第４段

階) 

介護保険負担限度額認定証等に記載されている額 

第１段階 第２段階 第３段階① 
第３段階② 

多  床  室 1,445 円 300 円 390 円 650 円 1,360 円 

 ⑵ 居住に要する費用（光熱水費相当額） 

  ただし、介護保険負担限度額認定証等の発行を受けている者については、その認

定証に記載された金額（１日当たり） 

  ※外出・外泊・入院等で居室を開けておく場合、第１段階～第３段階の方は、６

日間までは介護保険負担限度認定証に記載されている金額の適用が受けられます

が、７日目からは基準の料金を負担していただくことになります。 

居室（滞在）に要

する費用 

基 準 

（第４段階） 

介護保険負担限度額認定証等に記載されている額 

第１段階 第２段階 第３段階 

多  床  室 855 円 ０円 370 円 370 円 

 

 （サービス利用にあたっての留意事項） 

第７条 サービスの提供の開始に際し、あらかじめ、利用申込者又はその家族に対し

、事業所の運営規程の概要、従事者の勤務の体制その他の利用申込者のサービスの

選択に資すると認められる重要事項を記載した文書を交付して説明を行い、サービ

スの内容及び利用料等について利用申込者の同意を得るものとする。 

 

 （緊急時における対応方法） 

第８条 職員は、サービスの実施中に入居者の病状に急変、その他、緊急事態が発生

したときは、速やかに主治医に連絡等の措置を講ずるとともに、管理者に報告しな

ければならない。 

２ 入居者に対するサービスの提供により賠償すべき事項が発生した場合は、損害賠

償を速やかに行うものとする。 

 

 （虐待防止） 

第９条 施設は、虐待の発生又は再発を防止するため、次に掲げる措置を講ずるもの

とする。 

 ⑴ 虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その 

結果について、従業者に周知徹底を図る。 

 ⑵ 虐待の防止のための指針を整備する。 



 ⑶ 虐待の防止のための研修を定期的に実施する。 

 ⑷ 上記に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く。 

 

 （非常災害対策） 

第１０条 施設は、非常災害に関する具体的（火災・風水害・地震等）計画を作成し

防火管理者又は火気、消防等についての責任者を定めておくとともに、非常災害に

備えるため、年２回以上定期的に防火訓練を行う。 

 

 （職員研修） 

第１１条 施設は、職員の資質向上をはかるための研修の機会を設けるものとし、又

は、事業体制を整備する。 

 

 （秘密保持） 

第１２条 職員は、業務上知り得た入居者又はその家族の秘密を保持するものとする

。 

２ 職員であった者に、業務上知り得た入居者又はその家族の秘密を保持させるため

、職員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、職員との雇用

契約の内容に含むものとする。 

 

 （入居者が守るべき事項） 

第１３条 入居者は次の事項を守ることとする。 

 ⑴ 健康増進法に基づき施設内では禁煙とすること。 

 ⑵ 非常災害発生の時は職員の指示に従って行動すること。 

 ⑶ 管理区域にはみだりに立ち入らないこと。（洗濯室、汚物処理室、厨房、介護材

料室） 

 

 （その他） 

第１４条 この事項に定める事項の他、運営に関する重要事項は羽幌町と施設の管理

者との協議に基づいて定めるものとする。 

 

   附 則 

 この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２１年１２月１日から施行する。（Ｈ２１・１１・１１ 理事会） 

   附 則 

 この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 



   附 則 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２７年８月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和元年１０月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和３年８月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

 


